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【はじめに】全国環境研協議会酸性雨

広域大気汚染調査研究部会では 1991
年から全国酸性雨調査を実施している。

そのうち湿性沈着調査は、日本全域に

おける湿性沈着による汚染実態を把握

することを目的としている。ここでは

第 5 次調査の 5 年目、2013 年度のとり

まとめ結果について報告する。 
【調査地点】2013 年度の湿性沈着調査

には、47 機関 67 地点の参加があった

（図 1）。全地点を北部(NJ)、日本海側

(JS)、東部(EJ)、中央部(CJ)、西部(WJ)、
南西諸島(SW)の 6 つの地域に分類して

地域ごとの特徴の把握を行った。 
【結果と考察】地域別 NO3

- 
濃度季節変

動を図2 に示した。全体的に 9 月、10
月に低く 1 月や 4 月、3 月に高い傾向で

あった。EJ では 7 月に高かった。 
図 3 に NO3

-/nss-SO4
2- 
当量比の季節

変動を示した。地域発生源や移流の影

響など地域差がみられた。NJ および JS では年度を通してほぼ

横ばいに推移し、年平均値は 0.66 および 0.63 であった。一方

SW は年平均値が 0.61 で季節変動が大きく、暖候期に高く寒候

期に低かった。季節風によって移流した越境大気汚染物質の影

響が表れたものと示唆された。WJ は年平均値が 0.50 と最も低

く、7 月と 8 月を除いて 0.30-0.52 の範囲で推移した。 
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図 2  地域別 NO3
- 濃度季節変動(2013年度) 
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図 3  NO3
- /nss-SO4

2- 当量比の季節変動 
      (2013年度) 

図 1  調査地点(2013 年度) 
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